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形態も正規の学生として体系的に学習するものから自分の求めるものをピンポイントで学習するも

のまで多様である。これらの生涯学習ニーズに応え、本学の人的物的資源を最大限に活用して、新

たな学習プログラムを開発することはますます難しくなっていく。それに対応するためにも、スタ

ッフの専門性を高めること、学内資源の掘り起こしやコミュニケーション能力に優れた教員の発掘、

育成にも取り組む。 
さらに、理念に即しより充実した教育サービスを市民に提供していくためには、将来的にプログ

ラムの洗練、施設設備の改善による学習環境の整備、また、担当教員に対する負担軽減措置や評価

について検討する。 
 

（３）特色ある教育事業：共創型学習プログラムの開発と共創型学習プログラム運営のための 

ティーチング能力向上プログラムの開発 

【現状の説明】 

平成 18(2006)年度より福岡大学「特色ある教育」として研究事業「共創型講座のためのティーチ

ング能力向上プログラムの開発」を行っている。これは、大学のユニバーサル化に伴った学力の低

下問題、学習の動機づけの問題などへ対処する新たな学習方法、教育方法を模索するものである。 

本事業では、①参加者の「コミュニケーション」をベースにしたワークショップ形式の共創型学

習プログラムを提供し、社会人として必要なコミュニケーション能力を引き出し、文脈力を養成す

ること②その学習プログラムを運営する際に用いるファシリテーションなどのコミュニケーション

スキルや講座の場づくりのしかた、受講者同士の討議を活発に進め、気づきを生む助言や支援する

能力などを教育現場で活用できるよう研究し、教員のティーチング能力を向上させることを目指し

ている。 

現在、共創型学習プログラムとティーチング能力を向上するための方策を具体化するために、学

生および社会人に対して試行的プログラムを提供している。教員に対しては、講義やゼミで学生の

能力を引き出すために実施している工夫など授業方法に関する情報を整理提供し、コミュニケーシ

ョンスキルの研修や外部講師の講座体験など共創型教育に資する講座を実施した。 

【点検・評価】 

（1）の項で述べたとおり、共創型学習プログラムは試行的に提供しているものではあるが、学

習共同体における相乗効果によって、観察力、創造力、コミュニケーション力の向上など学習効果

がより高められることを再確認した。また、共同学習を通じて受講者が自発的な活動に至るプロセ

スについての情報を蓄積することができた。さらに、特定非営利活動法人日本ファシリテーション

協会九州支部と連携を図ることで、この研究にも広がりが出てきた。 

新たな授業形態をとっているので、現在の大学の施設設備では対応できないこともある。また、

試行的プログラムであるので、担当できる講師も限られている。 

【改革・改善策】 

まず、試行プログラムから新たな授業形態、教育プログラムとして熟成させること、多人数講義

でも活用できるスキル、プログラムとして整理し、提示することが喫緊の課題である。これを実現

するためにも、今後コミュニケーションスキルに優れた講師の養成と施設設備の整備を検討する。 
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